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１．学ぶ意欲をもち、知性 と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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第
十
一
回

佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大
会

姉
妹
町
村
南
茅
部
町

特
別
出
演
／
’

今 月 の 紙 面

２～４ むらの話題

５～６ あしら甘

７ 教育だよリ

８～９ 保健婦だより

１０ 交母だよリ

１１ 年 金

１２ くらしの情報



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
二

日
間
、
津
軽
海
峡
文
化
館
「
ア
ル

ザ
ス
」
を
会
場
に
佐
井
村
の
産
業

を
一
堂
に
集
め
た
「
第
十
一
回
佐

井
村
産
業
フ
ェ
ア
」
が
天
候
に
も
恵

ま
れ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
大
間
町
や
風
間
浦

村
か
ら
も
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
約

二
千
五
百
人
の
入
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
は
、
姉
妹
町
村
の
北
海
道

南
茅
部
町
か
ら
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
南
茅
部
町
の
特
産
品
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
や
ゴ
ン
グ
展
な
ど
に
人

気
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
今
年
収
穫
さ
れ
た

農
林
水
産
物
の
共
進
会
、
誘
致
企

業
展
、
ア
イ
デ
ア
エ
夫
展
、
森
林

展
、
郵
便
局
・
観
光
・
生
活
改
善

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
裂
織
、
地
場

産
品
を
用
い
た
試
食
）
コ
ー
ナ
ー
、

地
元
商
店
の
大
売
出
し
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
保
育
所
の
園

児
に
よ
る
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
同
時

に
五
百
人
の
大
が
訪
れ
一
つ
一
つ

の
展
示
作
品
を
見
て
い
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
も
ち
つ
き
大
会
、

野
菜
の
即
売
、
森
林
の
手
入
れ
道

具
の
販
売
、
ラ
ー
メ
ン
、
お
に
ぎ

り
、
焼
き
鳥
な
ど
が
販
売
さ
れ
完

売
す
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
原
田
牛
肉
の
販
売

と
焼
き
肉
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
電
源
開
発
㈱
や
商

工
会
に
よ
る
子
ど
も
ゲ
ー
ム
や
消

防
分
署
に
よ
る
消
火
器
具
の
展

示
、
特
に
、
む
つ
消
防
署
の
消
防

は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
に
子
ど
も

の
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

大
好
評
の
原
田
牛
肉
の
販
売
は

布
施
精
肉
店
で
販
売
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼人気 が集 まっ た北海道南茅部町のコーナー

産業フェア入賞憊
■

農
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努
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ア
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田
小
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々

岡
本
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行

■
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こ
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藤
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Λ
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工
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∇

あ
わ
の
か
き
も
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沢
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佃
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和
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か
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か
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ウ
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上
山

ふ
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ド
リ
ン
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努
力
賞

東
出
と
き
え

メ
ロ
ン
の
赤
梅
酢
漬

努
力

賞

ほ
ほ
え

み
生
丿

善

グ
ル
ー
プ

リ
ン
ゴ
と
し
そ
の
葉
づ
け

努
力

賞

ほ
ほ
え

み
生
丿

善

グ
ル
ー
プ

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

努
力
賞

太
田

ぬ
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■
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Λ
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物
∇
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佐

井

地

区
「
敬

老

会

」

開

催

さ

れ

る

秋
の
収
穫
も
一
段
落
し
た
こ
の

日
、
大
佐
井
・
古
佐
井
地
区
の
老

人
お
よ
そ
百
名
を
招
い
て
の
佐
井

婦
人
会
主
催
の
「
敬
老
会
」
が
ア

ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
島
野
会
長

よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

村
長
、
議
長
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
の

あ
と
、
婦
人
会
員
た
ち
が
作
っ
た

料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
保
育

所
児
童
に
よ
る
踊
り
や
参
加
者
に

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
と
楽
し
み
な

が
ら
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

第

３

回

青

森

県

ぺ

多

ク

交

流

大

会

初

参

加

が

一
１１一
月

５

囗

、

青

森

県

総

合

運

動

公

園

で

行

な

わ

れ

た

県

ペ
タ

ン

ク

交

流

大

会

に

老

人

ク
ラ

ブ
か

ら

寿

会

、

八

兵

衛

ク
ラ

ブ
、

白

寿

会

、

ぬ

い
ど

う

ク
ラ

ブ
の

代

表

５

チ

ー

ム
１５

名

が
初

参

加

し

、

技

を

競

い

あ

い
ま

し

た

。

こ

の
大

会

は

、

ペ

タ

ン

ク

の
普

及

拡

大

と

競

技

力

の

向

上

を

目

指

し

青

森

県

ペ

タ
ン

ク

協

会

の
主

催

、

卸

青

森

県

ス

ポ

ー

ツ
振

興

事

業

団

、

卸

青

森

県

長

寿

社

会

振

興

財

団

の
後

援

の
も

と

に

県

下

各

地

か

ら

２４

チ

ー

ム

が

参

加

。
若

者

に
負

け

じ

と

奮

闘

し

た

結

果

、

ぬ

い
ど

う

ク
ラ

ブ

が
予

選

リ

ー

グ
を

通

過

し

、

決

勝

ト

ー
ナ

メ

ン
ト

８

チ

ー

ム
に

勝

ち

残

り

ま

し

た

。

準

々
決

勝

で

惜

し

く

も

凖

優

勝

し

た
弘

前

市

名

球

会

に

負

け

ま

し

た

が
初

参

加

で

は

上

々

の
結

果

で

し

た

。

今

後

は

練

習

を

積

ん

で
来

年

の

大

会

に

も
参

加

し

た

い
と

意

気

込

ん

で

い

ま
す

。

④
大

会

の
結

果

寿
会

Ａ

４
－

１０
名

球

会
（
弘

前

市

）

寿

会

Ａ

４
－

９

善
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Ａ

（
青

森
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）
（
坂

井
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郎

・
宮

野
正
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黒

澤

剛

）

寿
会
Ｂ
５
－

１１
善
知
鳥
Ｂ

寿
会
Ｂ
１１
－

５
黒
石
市
Ｂ

（
坪
谷
政
道
・
佐
賀
勝
雄
・
宮
川

洋
平
）

白
寿
会
７
－

１１
黒
石
市
ｃ

白
寿
会
６
－

１１
佃
一
球
Ｄ
（
青
森

市
）

（
東
出
正
次
郎
・
東
出
と
き
ゑ
・

磯
川
ち
よ
）

ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
３
－

７
な
が
し

ま
（
青
森
市
）

ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
１１
－

２
さ
わ
や

か
（
青
森
市
）

※
得
失
点
差
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
ヘ

（
田
中
太
吉
・
田
中
勝
之
助
・
越

膳
龍
吉
）

八
兵
衛
ク
ラ
ブ
４
－

８
田
子
町
Ｂ

八
兵
衛
ク
ラ
ブ
４
－

１１
王
林
（
弘

前
市
）

（
藤
田
重
良
・
宮
田
武
雄
・
田
中

ゆ
き
子
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ぬ
い
ど
う
ク
ラ
ブ
６
－
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名
球
会
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し
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ぶ
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夕

夕

菊

池

尚
花

々

々

内

藤

淳

ク

ク

福
田

千

春

ク

ク

福
田

祥
久

夕

々

金
沢

大
輔

ク

磯
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浜
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お
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ク

ク
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正
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ク

福
浦
中

田
中

貴
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々

磯
谷
中

新
田

孝
治

ク

福
浦
中

田
中

直
子

ア
イ
デ
ィ
ア
賞
佐
井
小

間
山

友
紀

ク

ク

鹿
島

大
志

々

長

後
小

内
田

智
子

絵
画努

力

賞

原

田

小

三

・
四

年

協

同
製
作ク

牛

滝
小

坂
井

遥

ク

ク

荒
川

千
春

ア
イ
ｆ
イ
ア
賞
長
後
中

滝
本
奈
津
子

ク

牛
滝
小

長
谷
川
の
ぞ
み

ク

ク

船
越

幸
子

ク

長
後
中

大
石
和
歌
子

国

民

年

金

功

労

表

彰

国
民
年
金
事
業

に
功

績
の

あ
っ
た
納
付
組
織
と
し
て
今
年

度
、
む
っ
社
会
保
険
事
務
所
管

内
で
は
、
牛
滝
漁
協
婦
人
部
が

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

幵一
月
８
日
、
む
っ
社
会
保
険

事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
た
伝

達
式
に
は
、
役
員
を
代
表
し
て

船
越
光
子
さ
ん
、
長
谷
川
は
な

子
さ
ん
の
両
名
が
出
席
し
、
集

金
の
苦
労
ま
た
今
後
の
納
付
組

織
の
あ
り
方
等
所
長
と
膝
を
交

え
て
歓
談
し
ま
し
た
。

受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



第１４回

佐
井
村
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
中
の
十
一
月
十
日
、
ア
ル
ザ
ス

に
お
い
て
『
育
て
よ
う
未
来
に
の

び
る
若
い
芽
を
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
第
十
四
回
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
あ
す

の
佐
井
村
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

ま
ず
、
青
少
年
健
全
育
成
に
貢

績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
の
表
彰

と
感
謝
状
の
贈
呈
の
あ
と
、
主
催

者
を
代
表
し
て
青
少
年
育
成
佐
井

村
民
会
議
の
野
村
義
勝
会
長

が

「
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を

展
開
し
て
い
く
必
要
性
」
を
訴
え

ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
十
八
回
佐
井
村
小

学
生
お
話
し
大
会
で
最
優
秀
賞
の

原
田
小
学
校
六
年
生
田
中
育
美
さ

ん
、
第
三
十
回
大
間
地
区
少
年
防

犯
弁
論
大
会
で
の
磯
谷
中
学
校
三

年
生
澤
囗
真
理
子
さ
ん
、
福
浦
中

学
校
三
年
生
田
中
直
子
さ
ん
が
、

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
し
た
意
見

を
発
表
し
、
最
後
に
む
つ
市
教
育

委
員
会
指
導
課
長
、
兼
む
つ
市
教

育
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
の
工
藤
靖

人
氏
が
豊
富
な
経
験
を
も
と
に

「
青
少
年
健
全
育
成
と
家
庭
教
育

の
あ
り
方
」
と
題
し
て
貴
重
な
講

演
を
行
い
、
参
加
者
に
多
大
な
感

銘
を
与
え
て
大
会
を
終
え
ま
し

た
。

第
五
回
佐
井
村
綱
引
選
手
権
大
会

男
子
畑
中
組
・
女
子
ち
び
ま
る
こ
チ
ー
ム

優

勝

十
一
月
十
八
囗
、
佐
井
中
学
校

体
育
館
で
、
第
五
回
佐
井
村
綱
引

選
手
権
大
会
が
行
な
わ
れ
、
職
場
、

町
内
か
ら
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
に
先
立
ち
、
前
回
男
子
の

部
で
優
勝
し
た
囗

の
出
町
内

会

チ
ー
ム
、
女
子
の
部
で
優
勝
し
た

で
ぶ
ま
る
こ
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
旗

の
返
還
。
続
い
て
佐
井
村
運
動
普

及
推
進
協
議
会
会
長
の
田
名
部
久

か
ら
「
今
回
参
加
チ
ー
ム
が
少
な

い
が
来
年
も
開
催
す
る
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
Ｉ
チ
ー
ム
で
も
多
く

参
加
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

ま
た
健
康
づ
く
り
に
一
層
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

準
備
体
操
の
あ
と
早
速
男
子
の
部

か
ら
試
合
を
行
な
い
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
力
が
接
近
し
て
い

る
た
め
白
熱
し
た
試
合
が
続
き
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。男

子
の
部

優

勝

畑
中
組

第
二
位

日
の
出
町
内
会

第
三
位

消
防
分
署

女
子
の
部

優

勝

ち
び
ま
る
こ

第
二
位

日
の
出
町
内
会

県美術展の書道部門で

奨励賞受賞

佐 賀 遊 村 さん

（正尚）

ふ

れ

あ

い

公

演

翕

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
推
進
モ

デ
ル
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
十
一
月
九
日
、
落

語
家
東
家
夢
助
さ
ん
を
迎
え
て

公
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前

半
は
、
「
夢
助
の
泣
き
笑
い
人

生
」
と
題
し
か
講
演
、
後
半
は

落
語
を
披
露
し
、
会
場
は
笑
い

の
る
つ
ぼ
と
化
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
落
語
を
聞
く
機
会

は
少
な
い
わ
け
で
す
が
夢
助
さ

ん
の
熱
演
に
観
客
は
、
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。



「
特

設

人

権

相

談

所

」

を

開

設

し

ま

す

・
日
時

平
成
六
年
十
一
一
月
九
日

（
金
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時

・
場
所

ア
ル
ザ
ス
ニ
階
会
議
室

・
相

談
担
当

者

人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

・
近
隣
関
係
に
よ
る
も
の

・
学
校
、
職
場
内
に
よ
る
も
の

・
家
族
間
に
よ
る
も
の

・
遺
産
相
続

・
登
起
、
借
地
、
借
家
に
関
す
る

も
の

・
そ
の
他

『
第
四
十
六
回
人
権
週
間
』

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
第
四
十
六
回
人
権
週
間
」
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
第

三
回
国
際
連
合
総
会
で
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、
国
連

で
は
こ
れ
を
記
念
し
、
毎
年
十
二

月
十
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、

各
国
で
は
基
本
的
人
権
尊
重
の
精

神
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
記
念
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

わ
が
国
で
は
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
青

森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
次
の
強
調
事

項
を
掲
げ
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
人

権
尊
重
思
想
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
の
人
権
を
考
え
よ
う

○
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

Ｏ
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困

り
の
と
き
は
、
青
森
地
方
法
務
局

む
つ
支
局
（
電
話
⊇

二
上

二
二
〇

⊇

、
ま
た
は
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

佐
井
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
佐
々
木
寛
昭
（
図
二
二
七
六
）

○
山
本

正
（
⑩
二
六
六
⊃

○
三
戸

重
一
（
図
二
四
三
六
）

陸

・
海

・
空

自

衛

隊

生

徒

募

集

自
衛
隊
で
は
、
次

の
と

お
り

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
生
徒
を
募

集
中
で
す
。

○
試
験
日
（
一
次
）

平
成
七
年
一
月
六
日
（
金
）

○
資
格

中
学
校
卒
業
（
見
込
み
）

一
七
歳
未
満
の
男
子

○
そ
の
他

修
業
年
限

四
年

卒
業
時

三
等
陸
・
海
・
空
曹

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
青
森
地
方

連
絡
部
む
つ
募
集
事
務
所
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

（
電
話
二
二
－

七
四
八
四
）

今 月 の 休 診 日

１３日 第２火 曜日

※２７日（第４火曜日）
は平常通り診療い
たします。

＝佐 井 診 療 所 ＝

最 低 賃 金 の お 知 ら せ

○青森県 の最低賃金 は 平成６年１０月８日から

１日 ４，３２９円 １時間 ５４２円

精皆勤手当、通勤手当、家族手当等は算入されません。

○なお、次の産業については、それぞれの産業別最低賃金が適用されます。

（１８歳未満又は６５歳以上の方、軽易な業務に従事する方等は除かれます。）

青 森 労 働 基 準 局 Ｑ ０１７７－ ３４－ ４１１１

青森労働基準監督 署 Ｓ０１７７－３４－４４４４
弘前労働基準監督署 Ｓ０１７２－３３－６４１１

八戸労働基準監督署 Ｓ０１７８－４６－３３１１

五所川原労働基準監督署 Ｓ０１７３－３５－２３０９
十和田労働基準監督署 公０１７６－２３－２７８０

むっ労 働基準監督 署 公０１７５－２２－３１３６

第１８回

ナ イ タ ー 卓 球 大 会

参加チームを 募集します
■期 間

平成７年１月１３日～

毎週火・金曜日の午後７時から

９時まで。
■場 所

佐井小学校体育館
■参加資格

佐井村民であること。佐井村の

各職場に属すること。
■参 加 料

１チーム（４人以上）

３，０００円
■申込締切

平成６年１２月３１囗
■申 込 先

川岸一彦（容⑩２０１９）

坪井敏明（昔⑩２１０７）

渡辺章子（登⑩２１１１）



技

能

講

習

の

お

知

ら

せ

出

稼

さ

れ

て

い

る

皆

さ

ん

方

が

、
作

業

に

必
要

な
知

識

や

技
術

を
身

に

っ
け

る
こ

と

に

よ
り

、
安

全

で
明

る

い

就
労

が

で
き

る

よ
う

に
次

の

と

お
り

技

能

講

習
会

を
実

施
し

ま

す

。

一

講

習

科

目

地
山

掘
削

作

業

主

任

者

■

日

時

平

成

七

年

一
月

十

七

日

（
火

）

～

十

八
日

（
水

）

二

日

間

午

前

八

時
三

十

分

～

午
後

五

時

■

場

所

下

北

建

設

セ

ン

タ

ー

犬

会

議
室

む

っ
市

中

央
一
一
１

三
－

四

五

音
○

一
七

五

（
二

四

）

一

〇

一
六

■
受
講
資
格

○
出
稼
ぎ
労
働
者

○
地
山
の
掘
削
に
関
す
る
作
業
に

三
年
以
上
従
事
し
た
経
験
が
あ
る

者
（
但
し
、
満
二
十
一
歳
以
上
）

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・
高

等
専
門
学
校
又
は
、
高
等
学
校
に

お
い
て
土
木
、
建
築
又
は
農
業
土

木
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
、
卒

業
し
た
者
で
、
そ
の
後
二
年
以
上

地
山
の
掘
削
に
関
す
る
作
業
に
従

事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

■
募
集
定
員

五
十
名

■
受
講
料

無
料
（
但
し
、
申
込
用
紙
代
一
部

五
十
円
）

■
申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
む
つ
公
共
職
業
安
定
所
①

番

窓

口

へ

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。
（
申

込

書

は
、

む

つ
公

共

職

業

安

定

所

に
あ

り

ま

す

。
）

■

申

込

期

間

平

成

六

年

十

二

月

一
日

（
木

）

～

平

成

七

年

一
月

十

日

（
火

）

但

し

、

定

員

に
な

り

次

第

締

切

ら

せ

て

い
た

だ

き

ま

す

。

※
詳

し

い
こ

と

は

、

安

定

所

ま

で

お
問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

〒

○
三

五

む

つ
市

若

松

町

十
－

三

昔

○

一
七

五

（
三

一
）

二

三
二

む

つ
公

共

職

業

安

定

所

（
担

当

工

藤

、

里
一
木

）

ケ ビ ン ハ ウ ス ご 利 用 の お 知 ら せ

ケビンハウスは通年で利用できる施設ですの

で、これからの季節、忘年会や新年会、集会な

どにぜひご利用下さい。

■予約開始日

１月４日 午前８時より（１年間の予約受付）

■予約受付先

、佐井村観光協会（Ｑ３８－４５１５）

■料金

宿泊 １棟１３，０００円（イ可人でも１３，０００円です）

“チ ャレン ジ ・ ザ ・スノ ー 「雪 と 氷 と 友 達 と 」”

参 加 者 募 集

冬 の 大 自 然 で 広 げ よ う 仲 間 た ち の 輪

下 北少 年 自然 の家 で は 、“チ ャレ ンジ ・ザ ・ス

ノ ー「雪 と氷 と友 達 と」”の参加 者 を募集 し ます。

冬 の キ ャン プ 生 活 な ど を体 験 し なが ら 、厳 し い

自然 の中 であ た たかい 友情 の輪 を育 て よう ／

■ いつ

平成 ７年 １月 ７日出 ～１０日（火）

■ どこ で

青森 県立 下北 少年 自 然の家

■ だ れが

・ 小 学校 ５年 生 から 中学生 まで ２５名

■ な にを

冬 のキ ャンプ 生活 を体 験し なが ら、野外 炊事、

自 然散 策、 ア ニマ ルト ラッ キ ン グ な どの 活 動

をし ます 。
・ 参加 料

１人 ５，０００円 （食費、 保 険料等）

■申 し込 み

１２月２６日㈲ まで に 下北 少 年 自 然 の家 まで 申 込

霽 を お送 り ください 。

Ｂ０１７５（３４）５８５８

放送大学青森地域学習センター
平成７年度
第１学期学生募集

０放送大学青森地域学習センターでは，平成７年度第１学期入学の学生を募集しています。
Ｏ興味をお持ちの方，入学を希望される方には，学習方法や授業の内容を記した募集要項その他の資料を無

料でお送りします。ハカキ又は電話で請求してください。
Ｏ授業開始は，平成？年４月２日（日）です。

◆ 募集する学生の種類 ◆
選科履修生：１年間（２学期）在学し 、自分の希望する科目を履修する学生です。

＊年２学期制を採用していますが、授業はそれぞれの学期ことに完結します。
科目履修生：６ヶ月（１学期）在学し 、自分の希望する科目を履修する学生です。

◆ 入 学 資 格 ◆
１８才以上の方なら、どなたでも入学できます。（入学試験はありません。）

◆ 履修できる科目 ◆
人文系・社会系・自然系等幅広い分野にねたる約３００科目のキから学びたい科目が履修でさます。（１科
目から履修できます。）

◆ 費 用 ◆

＊テキスト （印刷教材）は，授業 料に含まねてい ます。
＊学校や企業 等から２０名以 上集団 入学さ れますと ，入学料が半 額に割引きされます。

◆ 願書受付期間 ◆

平成６年１２月１５日倒～ 平成７年２月１５日伽≪放 送大学本 部必着≫

◆ 学 習 方 法 ◆

ビ デオテープ （テレビ） ・オーディオテープ（う ジオ）の視聴による 授業と印刷 教材により学習し ます。
①定めら ねた視聴日程による学 習（定時 視聴）。②各自の 都合の良い日時に個別に学習（再視聴），③テー
フを 借り て自宅 で学習，の中からご 白分にあった学習方法が 選択できます。

翁問い８ わせ・資料請求先嵒

放送大学青森地域学習センター

唇Ｃ３６ 弘前市本町１２６－ １（弘前大学本町地区内）
ＴＥＬ ０１７２－３８－Ｃ５００ Ｆ ＡＸ ０１７２－３８－１２９９

＊体験学習を随時 （月曜日 ・祝日を除く）行っておりますのでお気軽にお越しく ださ い。

消費者の信頼のブランド「Ｓマーク」

標準 営 業 約 款 は、 理 容店 、 美 容店 、 クリ ー

ニ ング店 が行 う

仕事 や サービ スの 内容 Ｓｔａｎｄａｒｄ（標 準）

施設 や設備 の 内容 Ｓａｎｉｔａｔｉｏｎ（衛 生）

事 故 が発生 し た場 合の賠 償 内容

Ｓａｆｅｔｙ（安 全）

につい て正 し く表示 す る もので す。

理 容 店 、美 容 店、 クリ ー ニ ング 店 のお 店 選

びは標 準営 業 約款 登録店 で 。／

標 準 営 業 約款 制 度 の詳 細 に つい て は、 全 国

環 境 衛 生営 業 指 導 セ ン タ ー（Ｓ０３－３３５１－

２３８１） また は各 都 道 府県 環 境 衛 生営 業 指 導

セン タ ーまでお 問い 合 わせ くだ さい。



教

育

だ

よ

り

第
Ｈ
回

佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大
会

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
津

軽
海
峡
文
化
館
を
会
場
に
「
第
十

一
回
佐
井
村
郷
土
芸
能
発
表
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
頃
の
郷
土

芸
能
伝
承
活
動
の
成
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
村
内
八
団
体
よ
り
十

二
頂
目
の
他
、
姉
妹
町
村
で
あ
る

南
茅
部
町
か
ら
二
団
体
が
特
別
出

演
し
て
下
さ
り
、
会
場
を
訪
れ
た

観
客
か
ら
見
事
な
演
技
に
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
に
貢

献
さ
れ
た
次
の
方
々
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

原
田
地
区

佐
藤

清
市

松
本

定
雄

古
佐
井
地
区

石
戸

福
光

横
浜
善
次
郎

松
谷
岩
五
郎

川
目
地
区

加
藤

梯
子

矢
越
地
区

中
村

正
夫

館
脇

博
二

館
脇

周
一

館
脇

哲
夫

磯
谷
地
区

横
浜

幸
吉

東
出

正
美

田
中

武
雄

長
後
地
区

大
石

義
照

大
石

桂
子

福
浦
地
区

田
中

太
吉

田
中

久
雄

牛
滝
地
区

坂
井

健
蔵

中
西

幸
一

坂
井

三
郎

宮
部

房
雄

竹
内

重
雄

姉
妹
町
村
文
化
・
青
年
・
婦
人
交
流
会

十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
た
佐
井

村
郷
土
芸
能
発
表
大
会
に
、
姉
妹

町
村
の
締
結
を
し
て
い
る
北
海
道

南
茅
部
町
か
ら
青
年
・
婦
人
団
体

に
特
別
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
時
折
り
強
く
降
る
雨
と

強
い
風
、
高
い
波
で
心
配
し
て
お

り
ま
し
た
が
十
時
四
十
分
、
南
茅

部
町
尾
本
教
育
長
さ
ん
を
団
長
と

す
る
一
行
二
十
三
名
は
、
横
揺
れ

す
る
フ
ェ
リ
ー
何
す
る
も
の
と
元
気

に
大
間
埠
頭
に
到
着
し
ま
し
た
。

早
速
バ
ス
に
乗
り
込
み
ア
ル
サ

ス
ヘ
。

ゆ
っ
く
り
昼
食
を

と
る
間
も
な
く
着

替
え
と
準
備
。

ま
ず
、
四
十
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
と

い
う
大
船
南
部
神

楽
保
存
会
に
よ
る

「
田
楽
太
郎
」
を
、

そ
し
て
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
に
よ

る
「
南
茅
部
町
音

頭
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
に
は
大
き
な

声
援
と
拍
手
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。

夜
に
は
両
町
村

青
年
・
婦
人
に
よ

る
合
同
交
流
会
が

開
催
さ
れ
、
わ
き

合
い
合
い
と
懇
親

を
深
め
、
再
会
を

誓

い
合

い
ま

し

た
。



保健婦だより

～コントロールは

最善の予防薬～

１２月 の 保 健 事 業

７日（水）

１３日（洵 健康 相談 日

１９日（月

）

受 付時間

２７日（火 午前９時～１２時

場所 役場 健康相談室

電話での相談も受付けし ますの

で、お気軽 にご利用 ください。

６日叫 乳児・１歳半・２歳児健診

受付 時間

午後１２時３０分～１２時４５分

場所 振興 センター和室

対象 児

（乳児）平成 ６年 ５月・８月生

（１ 歳半児）

平成 ５年４月～６月生

（２歳児）

平成４年１０月～１２月生

麻し ん一般予防接種

時 間 午後２時～

場所 佐井診療所

対象児

平成４年９月１ 囗

～平成 ５年８月３１日

１４日（水） リハビリ教室

時間 午後１時～３時３０分

場所 あすなろ

か

ぜ

に

ご

用

心

？

か
ぜ
に
負
け
な
い
体
を
／
‐？

Ⅲ

は

じ
め

に

寒
い
寒
い
北
風
に
の
っ
て

。か

ぜ
”
の
便
り
が
あ
ち
こ
ち
で
き
か

れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

・：
と
く
れ
ば

。あ
っ
、
か
ぜ
の
症

状
だ
な
″
と
誰
も
が
ピ
ン
と
く
る

よ
う
に
、
か
ぜ
は
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
お
い
て
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
病
気
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
「
た
か
が
か
ぜ
」
と
軽
視
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
油
断
は
禁
物
。
場

合
に
よ
っ
て
は
気
管
支
炎
や
肺
炎

を
引
き
お
こ
す
き
っ
か
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
し
、
こ
れ
ら
は
悪

化
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

決
し
て
あ
な
ど
れ
な
い
か
ぜ
で

す
が
、
意
外
に
も
決
定
的
な
予
防

法
や
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
私
た
ち
に
で
き
る
の
は
、

か

ぜ
か

ら

身

を

守

る
こ

と

や

、

か

ぜ
を

ひ

い
た

ら

早

め

に

適

切

な

治

療

を
受

け

る
こ

と

で

す

。

か

ぜ
に

負

け

な

い
毎

日

を

目

指

し

ま

し

ょ

う

。

―

”
か

ぜ

”

と

は

？

く

し

ゃ

み
・
鼻

水
・
鼻

づ

ま

り
・

せ

き
・
た

ん
・
の

ど

の

痛

み
・
発

熱
・

頭

痛

な

ど

の

症

状

を
示

す

、

鼻

か

ら

の

ど

に

か

け

て

の

炎

症

を

総

称

し

て

か

ぜ
と

よ

び

ま

す

。

ち

な

み

に

、

日

本

人

は

年

に
平

均

し

て

五

～

六

回

は

か

ぜ
を

ひ

く

と

い
わ

れ

て

お

り

、

た

い
へ

ん

身

近

な

病

気

で

あ

る
と

い
え

ま

す

。

多

く

の
場

合

、

約

一

週

間

か

ら

一
〇

日

間

ほ

ど

で

自

然

に

治

っ
て

し

ま

う

輊

い
病

気

で

す

。

圓

原

因

は

ウ

イ

ル

ス

か

ぜ

の
八

〇

～

九

〇

％

は

か

ぜ

ウ
ィ

ル

ス

の

感

染

に

よ

る

も

の

で

、

あ

と

の

Ｉ
〇

～
二

〇
％

は

、

細
菌
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
（
ウ
イ

ル
ス
よ
り
大
き
く
細
菌
よ
り
小
さ

い
微
生
物
）
の
感
染
、
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
、
寒
さ
に
対
す
る
過
剰
反
応

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
で
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
（
Ａ
・
Ｂ
）

が
特
に
有
名
で
す
。

園

ウ

イ
ル

ス

は

寒

い

の

が

お
好

き

卩
‥

ウ
イ
ル
ス
は
、
一
般
に
低
温
や

低
湿
度
を
奸
む
の
で
、
寒
い
時
期

で
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
寿
命

が
長
く
な
り
ま
す
。
冬
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し

や
す

い
の

は
、
低
温
、
低
湿
度
と
い
う
条
件

で
元
気
に
な
る
た
め
で
す
。

人
の
側
に
も
寒
い
時
期
に
か
ぜ

を
引
き
や
す
い
原
因

が
あ
り
ま

す
。
そ
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
の

が
気
道
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
細

胞
。
こ
の
細
胞
は
た
く
さ
ん
の
非

常
に
細
か
い
毛
が
あ
り
、
そ
の
上

１２月 １ 日 ぱ 世 界 エ イ ズ デ ー ”

－エイズについて今一度考えてみようー む つ 保 健 所
今年は第１０回国際エイズ会議が横浜市で開催され、６日間で皿Ｏ力国約１万人

の参加者により活発な活動が展開されました。ＷＨＯ（↓比界保健機構）によると、

アジアは最もエイズの広がりつつある地域で、西暦２０００年には感染者が現在の４

倍に増え１０００万人を越えると予測されています。その中にあって１９８５年に第１回

会議がアトランタで開催されて以来アジアでは初めての開催でした。

今回の横浜会議のスローガンは、地球規模でエイズに挑む“未来のために力を

あわせで でした。

この機会に私たちも今一度エイズについて正しく理解レ パニックにならずエイ

ズに立ち向かいたいものです。

【エイズとは】

①エイズウイルスの感染により起こる病気です。

②感染しても症状はほとんどないが他の人にうっす

可能性があります。

③感染すると身体の免疫機構が侵され、抵抗力が低

下するため、様々な感染症や悪性腫蕩にかかりや

すくなります。



は
粘
り
の
あ
る
薄
い
膜
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
細
胞
の
働
き
に

よ
り
、
私
た
ち
は
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス

の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
寒
い
時
期
に
な
る

と
細
胞
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、
か

ぜ
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
寒
い
時
期
は
か

ら
だ
そ
の
も
の
が
か
ぜ
を
ひ
き
や

す
い
状
態
に
な
る
の
で
す
。

圓

か

ぜ

ウ

イ
ル

ス

に

負
け
な
い
体
力
を
つ
け
よ
う

万
一
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
も
、
体
の
抵
抗
力
が
強
け
れ
ば
、

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
お
さ
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

体
調
を
整
え
る
に
は
、
規
則
正

し
い
生
活
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、
適
度
な
運
動
が
大
切
で

す
。ま

た
、
た
と
え
か
ら
だ
は
健
康

で
も
欲
求
不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
抵
抗
力
が
弱

ま
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
心

に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
十
分
な
休
養

を
と
っ
て
、
心
の
健
康
に
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

もし、かぜをひいてしまつたら…

睡眠を十分にとって安静にする。 水 分 を 十 分 に と る 。

バランスのとれた栄養補給を心がけ、胃腸に負

担となる食事をさける。
保温・保湿に注意する。

気道への刺激をさける。タバコは控える。
入浴は平熱ならかまわない。その際、長湯をさ

けて湯ざめしないように注意する。

・夜ふかしはや

めて、しっかり

睡眠たっぷり休

養。

・さわやかに、

ゆとりを持って

朝の目覚めを。

・朝食はきちんととる。

・昼食はいつも同じものにな

らないように注意。

・ｉ 族みんなで楽しい夕食を。

・水の刺激はヒフ

を鍛え、かぜ への

抵抗力をつけます。

水の中を歩くだけ

でもＯＫです。

一通勤の途中、会

社や訳の階段など。

身近な場所で気軽

にウォーキング。

【感染を知るには】

心配なことがあってから約３ヵ月後に血液検査を受けるとわ

かります。

血液検査は県内１１の保健所で匿名で受けられます。（無料）

また、心配な事についての相談も受けられます。

○むつ保健所の検査日

毎月第２・４火曜日（午前１１時～１２時）

相談は毎日（午前９時～午後４時）

専用電話 ２４－４４３３

０エイズ予防財団 フリーダイヤル０１２０－１７７－８１２

（午前１０時～午後５時）

【感染経路】

①セックスによる感染

②母子感染

③注射の回し打ち（血液）と限られ

ているため、予防が可能です。

エイズ患者と感染者の数（１９９４．６月現在）

エイズ患者は世界で約９８万人、その内アジアは約９０００人で、日本は約７００人と報告されています。

エイズ感染者は世界で約１４００万人、その内アジアは約１０万人弱で、日本は約１６００人（血液製済による感染を

含むと約３０００人）と報告されてい ます。今、世界は交通機関の発達で非常に狭くなっています。

あなたは自分の問題として考えられますか？



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

県
交

通

安

全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に

参

加
し

て

金
沢

弘
子

十
一
月
九
日
、
八
戸
市
公
会
堂

を
会
場

に
「
青
森
県
交
通
安
全

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

青
森
県
警
察
本
部
長
・
青
森
県
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
長
・
連
名

表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

未
熟
な
私
か
、
こ
ん
な
大
き
な

賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
佐
井
村
当
局
を
は
じ
め

駐
在
部
長
、
前
会
長
、
そ
し
て
現

会
長
の
指
導
の
た
ま
も
の
だ
と
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

又
、
家
族
の
理
解
と
協
力
の
お

陰
で
も
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
少
し
で
も
交
通
事
故

防
止
の
た
め
に
な
れ
ば
と
、
微
力

な
が
ら
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

交
通
安
全
活
動
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。

今
後
も
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
、
常
に
初
心
を
大
切
に

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

交
通
死

亡

事
故

ゼ

ロ

の
日

Ｈ

年
達

成

佐
井
村
長
石

澤

多
佳
樹

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
六
日

県
道
川
内
、
佐
井
線
（
か
も
し
か

ラ
イ
ン
）
で
ラ
イ
ト
バ
ン
が
崖
下

に
転
落
し
、
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
死
亡
致
し
ま
し
た
。

当
時
佐
井
村
は
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
四
千
日
を
達
成
し
、
次
の

目
標
四
千
五
百
日
に
向
っ
て
佐
井

村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心

に
交
通
安
全
母
の
会
及
び
、
各
種

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
そ
れ
に
取

り
く
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
む
な
し
く
も
そ
の
輝
か
し

い
大
記
録
も
四
千
百
八
十
一
日
を

も
っ
て
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
契
機
に
交
通
安
全
の
重

要
性
を
認
識
し
、
県
内
に
も
類
の

な
い
佐
井
村
交
通
安
全
施
設
整
備

基
金
条
例
の
制
度
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
指
導
車
（
ふ
れ
あ
い
号
）

の
配
置
、
更
に
は
交
通
安
全
標
識

の
設
置
等
を
実
施
し
て
参
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
交
通
安
全
母
の
会
に
よ
る

夜
間
で
の
交
通
安
全
家
族
会
議
、

新
入
児
童
に
対
す
る
登
下
校
の
交

通
安
全
指
導
及
び
、
夏
季
の
交
通

安
全

テ
ン
ト
村
作

戦
等
に
よ
っ

て
、
村
民
は
も
ち
ろ
ん
村
民
外
の

方
々
に
も
交
通
安
全
思
想
が
普
及

し
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１１
年
間

を
達
成
し
、
去
る
十
月
二
十
八
日
、

青
森
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

村
民
各
位
の
御
協
力
及
び
、
御

尽
力
に
対
し
心
か
ら
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
四

千
百
八
十
二
日
達
成
を
目
標
に
、

佐
井
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を

中
心
に
努
力
を
傾
注
致
し
て
お
り

ま
す
。

村
民
各
位
の
一
層
の
御
協
力
と

御
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全 は家庭か ら

県 内 の 交 通 事 故 概 況 （平成６年） 青森県交通対策協議会

（ ）内 は前年。 累計は１月から
Ｏ

速報値の ため後日変更することがあります。

平 成 ６年年 末 ・年始 の交 通安 全運 動

実 施 期 間 １２月１５日～ １月 ５日

スローガン ～安全は スピードダウンとゆとりから～

運動の亂点

１ 冬道の安全運転の推進

２ 飲酒運転の追放

３ シートベルトの着用の徹 底

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼ囗の日

事故は瞬間 ベルトは習慣
・參 儂安令運転のポ イント

田 路 面 時々、試しブレーキで滑りぐあ いをチェックする。

（２） 交差点 必ず手前でシフトダウンし減速して接 近する。

（３） わだち スピードを十分落としアクセルを一定 に保つ。

㈲ カーブ 進入する前にあらかじめシフト ダウンする。

（５） 下り坂 手前で必ず低速ギアに切 り替える。



こ

ん

な

と

き

。

こ

ん

な

年

金

国
民
年
金
に
は
、
大
き
く
分
け

て
三
つ
の
年
金
給
付
が
あ
り
ま

す
。

○
老
齢
基
礎
年
金

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除

さ
れ
た
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五

年
以
上
あ
る
人
が
、
六
十
五
歳
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

全
加
入
期
間
（
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
）
納
め
た

場
合
に
満
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
納
め
忘
れ
の
期
間
や
保

険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

減
額
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
基
礎
年
金

病
気
や
ヶ
が
で
、
国
民
年
金
法

で
定
め
ら
れ
た
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
受
給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
が
加
入
期
間
の
三
分
の
二
以
上

あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
初
診
日
前

の
一
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な

い
な
ど
の
条
件
が
必
要
で
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
、
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
し
た
人
が
死
亡
し
た

場
合
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
維

持
さ
れ
て
い
た
妻
ま
た
は
子
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

加
入
中
の
人
が
死
亡
し
た
場

合
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
加

入
期
間
の
三
分
の
二
以
上
あ
る
こ

と
、
あ
る
い
は
死
亡
前
の
一
年
間

に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が

条
件
で
す
。

以
上
こ
れ
ら
の
年
金
に
は
、
完

全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
物
価
の
上
昇

に
合
わ
せ
て
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

年
金
の
価
値
が
目
減
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

保

険

料

を

納

め

ま

し

よ

う

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま

し
た
か
。

国
民
年
金
は
、
老
後
や
万
一
の

と
き
生
活
保
障
と
な
る
も
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
万
一
の
事
故
な

ど
の
と
き
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
未
納
の
期
間
が
長
く
な
る
と

将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
さ
え
も
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。納

め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
給
料
天

引
き
と
違
い
、
加
入
者
本
人
が
役

場
の
窓
口
や
指
定
の
金
融
機
関
に

出
向
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
忙
し
が
っ
か
り

し
て
つ
い
、
納
め
忘
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

地
区
の
納
付
組
織
に
加
入
す
る

と
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

ま
た
、
便
利
な
口
座
振
替
（
平
成

七
年
一
月
か
ら
）
や
前
納
制
度
も

利
用
で
き
ま
す
。

将
来
の
自
分
の
年
金
を
守
る
た

め
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暮
れ

に
な
る

と
、
市
場

や

デ
パ

ー

ト
な

ど
は
歳
末

商
品
を

買

い
求

め
る
人
で

に

ぎ
わ
い
ま
す

。
こ

う

し

た
売
り

場
な

ど
で
は
、

お
せ

ち

料

理
の
材

料
や

松
飾
り

な
ど

と
と

も
に
、「

あ
ら
ま

き
さ
け

」
が
出
回

り

ま
す

。

「

あ
ら
ま
き

さ
け
」

は
、

荒
巻
鮭

ま
た
は

新
巻
鮭

と
書

き
ま
す

。
荒
巻

と

い
う

言
葉

が
使

わ
れ

る
よ

う
に
な

っ
た

の
は
、

荒
縄
で

鮭
を

巻
い
て

お
い

た
か

ら
だ
と

い
わ
れ
て

い
ま
す

。
し

か
し
最

近
で

は
、

新
巻
鮭

と
書

い
て
売

っ
て

い

る
店

が
多

い
よ
う
で

す
。

内

臓
を

と
っ
て
甘

塩
に
し

、
香

り

と
味
わ

い
が
塩
鮭

な

ど
よ

り
も

い

い
の
が

特
徴
で

す
。
健

康
の
た

め

の
減
塩

の
普
及

、
輸

送
方
法
の

進

歩
、

冷
蔵
庫

の
普
及

か
ら
で
し

ょ

う

か
、

昔
の
よ

う
な

塩
辛

い
鮭

は

、
あ
ま

り
見

か
け
ま
せ

ん
。

ち
ょ
っ

と
古

い
歳
時
記

を
見
て

み
た

ら
、「
近

ご
ろ

は
鮭

は
少
な

く

な
っ

た
…
…

」
と

あ
り

ま
し

た
。

し

か
し
、

最
近
は

稚
魚

の
放
流
技

術

が
進
み

、
回
帰

率
が
四
％

く

ら

い

に
上
っ

た
そ
う
で

す
。

さ
て

、
新

巻
鮭
を

年
末

に
買
い
、

お
正
月

に
食

べ
る

と
こ
ろ
は
、

東

日
本

に
多

い
よ
う
で

す
。
西
日

本

の
ほ

う
で

は
、
ブ
リ

、

カ
ツ
ォ

、

サ

バ
な

ど
で

お
正
月

を
祝

う
と
こ

ろ

も
あ
り

ま
す
。

お
正
月

の
も

ち

も
丸
も

ち
、

切
り

も
ち
な

ど
地

方

に

よ
っ
て
違

い
ま

す
。
魚

も
、
同

じ

よ
う

な
特
色
が

あ

る
よ

う
で

す
。

あ
な

た
の
お
宅

は
鮭
で

す

か
、

ほ

か
の
魚
で

す

か
。

歳
末

に
は
、

援
助
を
必

要

と
し

て

い
る
人

々
も

い
ま
す
。

十

二
月
は
、「
歳
末

た
す
け

あ

い
運
動
」

が
行

わ
れ
ま

す
。

こ

う
し
た

人
た

ち
や
、
そ

の

家

族
が
明

る

い
お
正

月

を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
協

力
し
た
い
も
の
で
す
ね
。



１２月１日現在

交通事故死ゼ囗

４
，
０５３日

天
井
の
掃
除

ホ
ウ
牛
や
掃
除
機
を
小
道
具
に

年
末
に
行
う
大
掃
除
を
、
俗
に

「
す
す
払
い
」
と
い
い
ま
す
。
手

が
届
か
な
い
天
井
の
す
す
や
、
ふ

だ
ん
は
で
き
な
い
床
下
の
ご
み
を

き
れ

い
に
す
る
掃
除
の
こ
と
で

す
。た

し
か
に
ク
モ
の
巣
が
は
っ
て

い
た
り
、
ほ
こ
り
で
薄
汚
れ
て
い

た
り
し
て
い
る
天
井
は
、
見
た
目

に
も

い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
和
室
と
洋
室
で
は
、
天
井
の

素
材
や
作
り
も
違
い
、
掃
除
の
方

法
も
違
い
ま
す
が
、
日
常
の
掃
除

の
基
本
を
覚
え
て
お
き
ま
し
よ

（

タ
キ
で
ハ
タ
ハ
タ
と
天
井
の

ホ
コ
リ
な
ど
を
払
い
落
と
す
と
、

逆
に
ホ
コ
リ
を
部
屋
中
に
ま
き
散

ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
柄
の
長

い
ホ
ウ
キ
の
先
に
、
古
い
タ
オ
ル

か
求
口
布
を
巻
き
つ
け
、
さ
ら
に

そ
の
上
に
古
い
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
を
か
ぶ
せ
て
、
ホ
コ
リ
や

ク
モ
の
巣
を
な
で
る
よ
う
に
し
て

取
り
ま
す
。
天
井
に
こ
び
り
つ
い

た
古

い
ク
モ
の
巣
は
、
固
く
絞
っ

た
布
で
水

ぶ
き
を
し
て
取
り

ま

し
ょ
つヽ
。

一
度
使
っ
た
ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
は
、
掃
除
の
た
び
に
取
り

替
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
な
い
と

取
れ
た
ホ
コ
リ
が
、
天
井
に
く
っ

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
化
学
（

夕

キ
を
使
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

な
で
る
感
じ
で
ホ
コ
リ
を
取
り
ま

す
。
し
か
し
、
布
帳
り
の
天
井
や

白
木
の
天
井
に
使
う
の
は
、
避
け

た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
跡
が

残
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま

す
。簡

単

な
方
法
は
、
掃
除
機

を

使
っ
て
の
ホ
コ
リ
の
吸
い
取
り
で

す
。
延
長
管
に
、
九
ロ
ブ
ラ
シ
を

つ
け
て
吸
い
取
り
ま
す
。
し
か
し
、

重
い
掃
除
機
を
片
手
に
し
て
の
天

井
掃
除
は
疲
れ
ま
す
。
掃
除
機
を

ダ
ン
ス
の
上
が
踏
み
台
に
置
い
て

使
う
と
ラ
ク
で
す
。

年
に
一
度
の
「
す
す
払
い
」
だ

け
で
な
く
、
定
期
的
に
年
二
～
四

回
程
度
、
掃
除
を
し
て
お
け
ば
大

掃
除
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
騒
ぎ
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

お 詫 び と 訂 正

広報１１月号の「戸籍

の窓口・お誕生おめで

とう」の名前の一部が

≒ よ ニ ブ

若山ま香→若山岳香

年 末 ・ 年 始 の 休 診 日

・ 佐井 診療所

１２月２８日 午前診療

２９日

３０日

３１日

１月１日 休 診

２日

Ｔ

３日

４日 午前診療

■ むっ総合病 院

１２月３０日

３１日

１月１日 休 診

２日

ナ

３日

※ ただし救急患者にっ きまし
ては受 付します

Ｏ

■ 大間病院

１２月２９日

３０日

３１日 休 診

１月１日

２日

Ｔ

３日

満１纛になります

工 藤 彩

Ｈ５．１２．１２生

（齎司・美恵子）

大 佐 井

戸籍の窓口
１１月１４日現在

○ お誕生 おめでとう

福田 千 晴（猛美） 磯 谷

岩清水 亮 喬（秀一） 古佐井

津田 俊博 （ 浩 ） 大佐井

○ ご結婚 おめでとう

（ 富 樫 克輝 牛 滝

櫻 澤 元子 八戸市

｜村 囗 亘 川 内町

坂井 修子 福 浦

｜賀田 廾｜一 青森市

鹿島 千春 大佐井

（ 原 直之 東京都

福田亜希子 大佐井

（ 吉田 久志 埼玉県

田名部繁美 古佐井

｜長島 幸雄 大佐井

狭間 桂子 神奈川県

○おくや み申し上げ ます

越膳 成雄 （愛子）福 浦

池田 定吉 （きん）長 後

畠中 洋子 （豊之）大佐井

東出留五郎（てい）磯 谷

竹内 ミツ（重雄）牛 滝

北田 ちゑ（忠一）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意

昧で掲載してほしくない方は、届

出の際、係に申し出て下さい。

１０月３１日現在人口（前月比）

男 １，７５２（－３）

女 １，７６６（－１）

計 ３，５１８（－４）

世帯数１，１１１（＋１）
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